
10
月
14
日
市
議
会
で
行
っ
た
島

根
原
発
２
号
機
の
視
察
に
つ
い
て

①
に
続
き
報
告
し
ま
す
。
３
号
機

を
視
察
し
た
た
め
、
２
号
機
と
の

違
い
を
主
に
報
告
し
ま
す
。

改
良
点
①
内
蔵
型
ポ
ン
プ
の
採

用
に
よ
り
大
口
径
配
管
を
な
く
し
、

配
管
破
断
事
故
リ
ス
ク
を
低
減
…

２
号
機
は
配
管
破
断
リ
ス
ク
が
あ

る
？改

良
点
②
制
御
棒
の
微
調
整
が

可
能
に
な
り
、
燃
料
へ
の
負
荷
を

低
減
…
2
号
機
で
は
燃
料
へ
の
負

荷
が
高
い
？

改
良
点
③
建
物
と
一
体
構
造
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
格
納
容

器
を
採
用
し
、
耐
震
性
が
向
上
…

２
号
機
の
耐
震
性
は
？

改
良
点
④
制
御
盤
～
操
作
盤
の

集
中
化
や
大
型
表
示
板
の
採
用
に

よ
り
操
作
性
・
監
視
性
を
向
上
…

２
号
機
の
制
御
盤
は
分
か
り
に
く

い
の
で
は
？

２
号
機
制
御
盤
は
福
島
第
一
原

発
と
同
じ
も
の
で
す
。
３
号
機
は

最
新
の
大
型
表
示
盤
で
何
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
一
目
で
わ
か
る
が

２
号
機
は
そ
の
点
ぱ
っ
と
み
て
も

何
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
…
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
私
が
そ
の
点
を
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
運
転
は
５
人
ず
つ
２
号
機

と
３
号
機
は
別
々
に
訓
練
し
た
者

が
行
う
。
た
だ
人
材
交
流
も
あ
る

の
で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
可

能
性
を
考
え
る
と
、
改
良
も
考
え

ら
れ
る
と
の
回
答
で
し
た
。

２
号
機
は
稼
働
か
ら
30
年
以
上

経
ち
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
適
合
性
審
査
は
終
わ
っ

て
も
、
規
制
庁
が
事
故
の
リ
ス
ク

は
ゼ
ロ
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る

今
、
古
い
２
号
機
を
安
全
だ
と
言
っ

て
動
か
す
の
は
不
安
だ
と
の
思
い

が
余
計
に
つ
の
り
ま
し
た
。

11
月
21
日
安
来
市
に
て
島
根
県

母
親
大
会
が
開
催
さ
れ
県
内
各
地

か
ら
１
０
０
人
が
集
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
の
た
め
に

２
年
ぶ
り
記
念
講
演
の
み
と
い
う

短
時
間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
全
国
初
の
子
ど
も

食
堂
を
は
じ
め
た
近
藤
博
子
さ
ん

（
安
来
市
出
身
）
が
「
す
べ
て
の

子
ど
も
の
笑
顔
を
真
ん
中
に
～
近

所
の
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん

に
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
講
演
。

近
藤
さ
ん
は
、
東
京
都
大
田
区

で
「
気
ま
ぐ
れ
八
百
屋
だ
ん
だ
ん
」

と
い
う
野
菜
の
配
達
を
き
っ
か
け

に
、
店
舗
を
活
用
し
て
学
習
支
援

の
寺
小
屋
や
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
、

次
々
地
域
や
子
ど
も
の
た
め
の
活

動
を
展
開
。
昔
な
が
ら
の
近
所
づ

き
あ
い
や
少
し
の
お
せ
っ
か
い
を

ひ
ろ
げ
て
地
域
の
つ
な
が
り
を
つ

く
り
続
け
、
子
ど
も
た
ち
の
日
々

に
寄
り
添
っ
て
地
道
に
や
っ
て
い

き
た
い
と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
は
親
の

貧
困
で
あ
る
と
し
、
子
ど
も
食
堂

ま
か
せ
で
な
く
、
国
が
し
っ
か
り

と
貧
困
対
策
を
す
る
こ
と
が
必
要

と
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
近
所
の
子
ど

も
と
一
緒
に
食
事
す
る
な
ど
出
来

る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
５
４
年
に
ア
メ
リ
カ
が
行
っ

た
水
爆
実
験
を
き
っ
か
け
に
世
界

の
母
親
・
女
性
が
手
を
つ
な
ぎ
始

ま
っ
た
母
親
運
動
。
「
原
発
も
核

兵
器
も
な
い
平
和
な
世
界
を
子
ど

も
た
ち
に
手
渡
そ
う
」
と
大
会
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。
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た
ち
ば
な
ふ
み

『
子
ど
も
の
笑
顔
を
真
ん
中
に
』
県
母
親
大
会
開
か
れ
る

11
月
30
日
、
11
月
定

例
市
議
会
が
招
集
さ
れ
、

条
例
案
、
補
正
予
算
案

等
の
提
案
の
後
、
12
月

21
日
ま
で
の
会
期
を
決

定
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
６
日
か
ら
８
日

（
内
容
は
別
項
参
照
）
、
９
日
か

ら
17
日
ま
で
委
員
会
審
査
、
最
終

日
21
日
に
意
見
書
案
・
陳
情
・
請

願
と
共
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。

新
過
疎
法
の
施
行
に
伴
い
、
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除
と
な
る
対

象
業
種
、
要
件
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
案
、
都
市
計
画
法
の

改
正
に
伴
い
、
市
街
化
調
整
区
域

の
内
、
条
例
で
開
発
可
能
と
定
め

る
区
域
か
ら
、
災
害
の
危
険
性
の

高
い
区
域
を
除
外
す
る
条
例
の
一

部
改
正
案
等
の
法
改
正
に
伴
う
条

例
改
正
案
や
、
24
の
施
設
の
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
議
案
、
補
正

予
算
11
議
案
等
、
計
66
議
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
・
災
害
対
応

等
の
補
正
予
算
を
提
案

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
関
係
経
費
に
係
る
市
単
独
事

業
の
補
正
予
算
（
一
般
会
計
第
７

号
）
が
11
月
５
日
専
決
処
分
さ
れ
、

承
認
を
求
め
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

◇
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
普
及
促
進

事
業
費
補
助
金
に
６
０
０
万
円
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券
発
行
事
業

費
に
１
億
３
千
８
百
万
円
の
計
１

億
４
千
４
百
万
円
。
こ
の
内
、
今

回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
飲
食
券
は
、

タ
ク
シ
ー
・
代
行
料
金
に
も
使
用

で
き
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
第
８
号
補
正
予

算
案
が
以
下
の
内
容
で
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
市
単
独
事
業
分
と
し
て
路

線
バ
ス
緊
急
対
策
支
援
事
業
費
３

億
３
千
万
円
余
、
及
び
専
修
学
校

助
成
と
し
て
５
０
０
万
円
等
の
地

域
事
業
者
支
援
事
業
計
３
億
３
千

５
百
万
円
余
。
病
児
保
育
事
業
費

と
し
て
２
７
５
万
円
な
ど
、
計
３

億
４
千
３
百
万
円
余
。

国
庫
補
助
事
業
分
と
し
て
、
学

校
で
の
感
染
症
対
策
に
６
６
５
万

円
、
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
に
３

億
３
千
万
円
余
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費

等
保
健
所
関
連
感
染
症
対
策
に
３

億
７
百
万
円
余
、
計
６
億
４
千
万

円
余
。

◇
災
害
関
連
事
業
と
し
て
、
農
業

用
施
設
・
林
道
・
公
共
施
設
等
の

災
害
復
旧
費
に
１
億
２
千
４
百
万

円
余
。
農
業
復
旧
対
策
な
ど
災
害

関
連
経
費
と
し
て
９
千
２
百
万
円

余
の
計
１
億
３
千
３
百
万
円
余
。

◇
そ
の
他
の
政
策
的
事
業
と
し
て
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
移
転
経

費
に
２
９
０
万
円
余
、
商
店
街
の

活
性
化
支
援
に
６
４
０
万
円
余
、

土
地
改
良
事
業
費
の
増
額
等
に
７

１
０
万
円
余
等
、
計
１
６
０
０
万

円
余
。

議
案
提
案
権
を
行
使

６
月
４
日
、
可
決
成
立
し
た

「
医
療
制
度
改
革
法
」
で
は
、
75

歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負

担
を
、
課
税
所
得
が
28
万

円
以
上
か
つ
年
収
２
０
０

万
円
以
上
（
単
身
世
帯
、

夫
婦
世
帯
の
場
合
は
３
２
０
万
円

以
上
）
の
約
３
７
０
万
人
に
つ
い

て
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
、

時
期
は
来
年
後
半
の
政
令
で
定
め

る
日
と
さ
れ
ま
し
た
。
厚
生
労
働

省
の
試
算
に
よ
れ
ば
、
こ
の
措
置

に
よ
り
、
該
当
者
は
一
人
当
た
り
、

年
間
３
万
４
千
円
の
窓
口
負
担
増

と
な
り
ま
す
。

も
と
も
と
年
収
に
対
す
る
医
療

費
窓
口
負
担
割
合
の
高
い
高
齢
者

に
対
し
、
今
回
の
負
担
増
が
追
い

打
ち
を
か
け
、
医
療
機
関
の
受
診

控
え
を
加
速
さ
せ
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
市
議
団
は
議
案
提
案
権
を

行
使
し
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓

口
負
担
２
割
へ
の
引
き
上
げ
を
中

止
す
る
こ
と
を
政
府
に
求
め
る
意

見
書
（
案
）
採
択
を
め
ざ
し
ま
す
。

原
発
再
稼
働
を
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
陳
情
採
択
を

め
ざ
し
ま
す

９
月
議
会
に
は
原
発
再
稼
働
を

求
め
る
陳
情
が
８
本
提
出
さ
れ
、

閉
会
中
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
18
日
、
原
発
特
別
委
員
会

が
開
か
れ
、
緊
迫
し
た
状
況
で
し

た
が
、
今
議
会
に
向
け
、
再
稼
働

し
な
い
こ
と
を
求
め
る
陳
情
が
多

く
の
市
民
か
ら
続
々
と
提
出
さ
れ

た
こ
と
で
（
11
月
17
日
現
在
で
17

本
。
そ
の
後
、
締
め
切
り
日
現
在

で
21
本
に
増
加
）
、
18
日
の
採
決

は
行
わ
ず
、
11
月
議
会
で
両
方
の

陳
情
を
議
論
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
市
議
団
は
再
稼
働
を
許
さ

な
い
立
場
で
奮
闘
し
ま
す
。

質問するたちばなふみ市議

原
発
２
号
機
再
稼
働
問
題
、
コ
ロ
ナ
対
策
、

災
害
対
応
補
正
予
算
な
ど
各
市
議
が
論
戦

安来市和鋼博物館ホールにて

11月定例市議会始まる


